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研究成果概要 
 今年度は、ニュートリノの反応断面積の計算について、以下のような改善がなされた。 
 
１） 深非弾性散乱(DIS)において、Bodek-Yang補正が W > 2 GeVでも正しく行われ

るように改善した。 
２） DISにおいて、陽子/中性子比に対する補正項が間違っているのを訂正した。 
３） Axial form factor: FA(q

2)=GA/(1-q
2/MA

2)2 において、GAを1.23から1.267に変
更した。 

４） 微分断面積の計算で FP=2MFA/(q
2+Mp

2)の項を導入した。 
５） 最近のReinの論文から、Lepton mass effectが導入された。 
６） 酸素以外の原子核ターゲットに対しても計算できるようになった。 
 

 また、検出器のシミュレーションにおいては、 
 
 Ａ）Laser光を用いて測定した水の光学的特性をシミュレーションに反映させた。 
 Ｂ）上記測定によって、水の吸収長は検出器内で一様ではなく、高さ方向(z方向)の

依存性があることがわかった。これをシミュレーションに取り入れた。 
 Ｃ）光電子増倍管の時間分布において、早い側と遅い側で非対称のガウス分布になる。
これをシミュレーションに取り入れた。 
 Ｄ）1 TeV以上の高エネルギーニュートリノ反応において、tracking の方法を工夫し
て計算速度を向上させた。 
 
等の改良が加えられた。しかしC)においては、ライナックによる電子や宇宙線ミューオ
ンの時間分布から、シミュレーションの時間分解能がよすぎるとの指摘があった。これ
は今後改善していかなければならない。 
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